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１ 代表部局・研究代表者 

北海道大学農学研究院 実山 豊 
 

２ 研究目的 

北海道で特徴的な北方圏の農産・水産資源を用いて、環境低負荷を意識した

食料生産システムを、魚類の閉鎖循環式陸域養殖に水耕栽培システムを組み

入れた農法（アクアポニックス）を生産基盤として技術改良を模索する。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  冷水性魚類を用いたアクアポニックスへの園芸作物の適性評価 

・DFT 普通水耕とアクアポニックスによる野菜の生産性比較 

・野菜生長に対する無機塩類濃度や塩濃度の影響の調査 
（北海道大学 農学研究院 実山豊） 

 

② 北方圏水生動物におけるアクアポニックスへの適正試験 

・冷水性魚類（サケ科等）の飼育試験 

・生産性向上に向けたシステム構築の検討 
（北海道大学 水産科学研究院 藤本貴史） 

    

４ 今年度の目標 

本研究は、魚の排泄物や残給餌を植物生産に利用するアクアポニックスのシ

ステムを、北海道の農水産資源を用いて達成することを目的とし、生産効率

を高めるための好適条件の探索、窒素利用効率、生産に係るコストに関する

調査を行う。これにより、社会実装に向けたシステム改良に繋げるべく基礎

データを取得する。 
 

５ 期待される効果・貢献 

アクアポニックスは従来の水耕栽培と比べて化学肥料や農薬の使用を控え

ながらも、動物性タンパク質と植物性食料の安定同時供給につながる可能性

を秘めている。また普通畑や海洋とも隔離された系であるがゆえ自然災害や

地球温暖化の影響から回避しうる独立性も担保される。これらは食料の生産

力向上と持続性の両立の実現に大きく寄与する。完全制御環境下での生

産に係るコストを明らかにすることで、低コスト化を狙ったシステム改

善にも寄与する。 
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